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◆事業成果や執行状況をチェック！

　令和３年度の決算を認定

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

◆オミクロン株対応ワクチン接種

　体制の整備へ 補正予算を審査

▲スポーツの秋、チャンスでフルスイング！

7月臨時会

9月定例会

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/gikai/index.html


県庁所在地中トップクラスの新型コロナウイルスワクチン接種率

地域経済回復に向けた事業者支援や消費喚起策などを実施

令和３年度の決算を認定令和３年度の決算を認定

　　　　  356億1,455万円

（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

　　　　　　　  273億8,630万円

（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）

　　　　　　　  124億3,844万円

（市町村の財政力に応じて国から交付されるお金）

　　　　  120億6,760万円

（長期間使われる公共施設の整備にかかる借入金）

　　　　　　  89億5,896万円

（県が行うべき事業の委託費や、市が行う事業への県からの補助金）

　　　　　  269億9,264万円

（諸収入、地方消費税交付金、使用料および手数料など）

①市税

②国庫支出金

③地方交付税

④市債

⑤県支出金

⑥その他

　　　　　  440億545万円

（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）

　　　　　　　　　  151億6,846万円

（議会の運営、広報、地域づくりの支援などの経費）

　　　　　  141億3,161万円

（公園や道路・街路の整備、市営住宅の建設などの経費）

　　　　　  114億5,655万円

（商業振興、工業振興、観光振興などの経費）

　　　　　  108億7,376万円

（予防接種や各種健康診査、ごみ処理などの経費）

　　　　　  228億8,910万円

（教育費、公債費、消防費、農林水産業費など）

①民生費

②議会費・総務費

③土木費

④商工費

⑤衛生費

⑥その他

一般会計歳入
1,234億5,849万円

一般会計歳出
1,185億2,493万円

国庫支出金
22.2%

市債
9.8%

地方交付税
10.1%

県支出金
7.3%

その他
21.8% 市税

28.8%

議会費・総務費
12.8%

商工費
9.7%

その他
19.3%

土木費
11.9%

衛生費
9.2%

民生費
37.1%
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事業成果や執行状況をチェック！事業成果や執行状況をチェック！

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
支
出
を
行
っ
た
こ

と
で
公
債
費
が
増
え
、
将
来
の
市

民
負
担
が
増
し
た
の
で
は
な
い
か

と
の
市
民
の
声
を
聞
く
が
、
市
債

残
高
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
市
債
を
活
用
し
た
対

策
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
直
接
的
な

市
債
残
高
の
増
加
は
な
い
。

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

公
債
費

 

８１
億
３
５
０
５
万
円

　

市
債
の
償
還
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

財
政
部
長

　
　
　

利
用
拡
大
に
向
け
た
普
及

啓
発
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

事
前
に
携
帯
電
話
へ
番
号
を
登
録

し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
な
っ
て
い
る
消
防
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
再
開
し
た
際
に
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
し
て
、
周
知
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
事
前
登
録
の
周

知
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

よ
り
使
い
や
す
い
制
度
と

す
る
た
め
の
改
善
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
の
報
償

金
の
請
求
内
容
を
踏
ま
え
て
、
額

や
支
給
方
法
、
実
施
報
告
方
法
な

ど
の
改
善
を
検
討
し
て
い
る
。

２４
時
間
健
康
・
医
療
相
談
サ
ー

ビ
ス
事
業 

２
０
８
５
万
円

　

け
が
や
病
気
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
の
電
話
相
談
を
２４
時

間
３
６
５
日
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

通
信
指
令
課
長

町
内
会
等
除
排
雪
対
策
事
業

 

２
２
１
３
万
円

　

道
路
の
一
斉
除
排
雪
を
実
施

し
た
町
内
会
へ
の
報
償
金
の
支

給
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

広
報
課
長

▲大雪で排雪が必要となった狭い路地

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高

　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また、参考として、
各会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化基準 市債および企業債残高（令和３年度末現在）

一 般 会 計 １，０７５億９，２４１万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計
区 画 整 理 事 業 会 計 ３億６，２７９万円
駐 車 場 事 業 会 計 ９，３８３万円
公設地方卸売市場事業会計 なし

２０．０％

３億１，８１８万円
農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 なし ６億７，５７６万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし １５５億４，２６０万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし ７９２億３，１４７万円
市立病院済生館事業会計 なし １２億２，１０２万円
合　　　　　　　計 ２，０５０億３，８０６万円

※実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。

※いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし なし  ７．４％  ９９．５％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％

※紙面の都合により、「新型コロナウイルス感染症」を
「新型コロナ」と表記しています。
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証
明
書
交
付
全
体
に
占
め

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の
交

付
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
が
導
入
さ
れ
た
令
和
３
年
１０
月

か
ら
４
年
３
月
ま
で
の
割
合
は
、

件
数
ベ
ー
ス
で
約
４
・
７
％
、
金

額
ベ
ー
ス
で
約
４
・
８
％
で
あ
る
。

　
　
　

人
員
体
制
は
ど
う
か
。
ま

た
、
支
援
活
動
で
は
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

支
援
専
門
で
１

人
配
置
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度

は
３７
件
の
相
談
が
あ
っ
た
が
、
大

部
分
は
家
族
か
ら
の
相
談
で
あ
り
、

市
民
課
窓
口
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
導
入
事
業

 

１１
万
円

　

証
明
書
交
付
手
数
料
の
支
払

い
へ
、
２
次
元
コ
ー
ド
決
済
な

ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

導
入
し
ま
し
た
。

委
員

市
民
課
長

ひ
き
こ
も
り
生
活
者
支
援
事
業

 

７
２
６
万
円

　

相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る

た
め
、
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援

員
を
配
置
し
、
個
別
の
訪
問
活

動
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

で
施
設
が
決
定
し
て
い
な
い
保
護

者
へ
の
個
別
対
応
な
ど
を
行
っ
た
。

　
　
　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

居
場
所

づ
く
り
の
立
ち
上
げ
の
相
談
や
、

実
施
団
体
と
寄
付
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、
令
和
３
年

度
の
相
談
数
は
約
１
７
０
０
件
で

あ
っ
た
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支
援

事
業 

５
７
９
万
円

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

推
進
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

ア
カ
ウ
ン
ト
の
使
い
方
を
伝
え
る

取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

　
　
　

仙
山
線
の
利
便
性
向
上
に

向
け
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
と
の
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
市

内
各
駅
で
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

の
導
入
が
遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。
仙
山
線
全
駅
で
使
え
る
よ
う

に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

仙
山
連
携
推
進
事
業

 

３
２
５
万
円

　

防
災
、
観
光
・
交
流
、
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
各
分
野
を
中
心
に
仙
台
市

と
の
連
携
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

　
　
　

友
だ
ち
登
録
時
に
選
択
さ

れ
た
年
代
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

取
り
組
み
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

年
代
別
に
適
切
な
情

報
発
信
を
行
う
た
め
に
活
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
開
催
す
る

高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室
で
、
山
形
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

山
形
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
構
築
・
運
用
事
業

 

１
０
４
万
円

　

山
形
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
に
セ※

グ
メ
ン
ト
配
信
や

通
報
機
能
を
導
入
す
る
な
ど
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

広
報
課
長

　
　
　
　
　
　
　

令
和
６

年
春
以
降
に
蔵
王
駅
、
北

山
形
駅
、
羽
前
千
歳
駅
、

南
出
羽
駅
、
漆
山
駅
、
東

金
井
駅
で
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
利
用
が
可
能
と

な
る
予
定
だ
が
、
平
均
通

過
人
員
な
ど
を
勘
案
し
て

判
断
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
仙
山
線
で
は
宮
城

県
側
で
も
導
入
さ
れ
て
い

な
い
駅
が
あ
る
た
め
、
仙

台
市
や
仙
山
線
整
備
促
進

同
盟
会
と
連
携
し
、
引
き

続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望

し
て
い
く
。

交
通
政
策
室
長

信
頼
関
係
を
築
い
て
社
会
と
つ
な

が
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
ま
で

に
は
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

選
考
時
間
は
令
和
２
年
度

と
比
較
し
て
４
０
０
時
間
ほ
ど
削

減
さ
れ
て
い
る
が
、
削
減
で
き
た

時
間
で
、
ど
の
よ
う
な
待
機
児
童

対
策
を
実
施
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

４
次
利
用
調
整

保
育
所
等
利
用
調
整
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

 

１
１
５
万
円

　

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
利

用
調
整
事
務
の
効
率
化
と
選
考

時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

保
育
育
成
課
長

▲感染症対策としても優れたキャッシュレス決済

▲仙山連携強化へさらなる利便性向上を

※　セグメント配信…登録者が欲しい情報を選択できるようにすることで、必要な情報を必要な人へ提供すること。
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Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
生
活
を
知
っ

て
い
る
市
民
の
割
合
の
目
標
値
を

１０
％
と
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

各
文
字
の
意
味

ま
で
知
っ
て
い
る
市
民
の
割
合
を

指
標
と
し
て
い
る
が
、
最
終
目
標

で
あ
る
５０
％
ま
で
は
段
階
的
に
増

加
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

た
め
、
令
和
３
年
度
の
目
標
値
を

１０
％
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｓ※
２

Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ（
ス
ク
ス
ク
）生
活

普
及
啓
発
事
業 

１２
万
円

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
の

活
発
化
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ

Ｋ
生
活
な
ど
の
普
及
啓
発
を
図

り
ま
し
た
。

委
員

保
健
総
務
課
長

　
　
　

使
用
で
き
る
店
舗
を
限
定

し
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
泊

業
、
飲
食
業
、
道
路
旅
客
運
送
業

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
特

に
大
き
か
っ
た
業
種
の
９
３
４
店

舗
に
対
象
を
絞
っ
て
実
施
し
た
も

の
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
プ
レ
ミ
ア
ム
付

電
子
商
品
券
事
業

 

１
８
９
６
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
商
品
券

を
発
行
す
る
こ
と
で
、
消
費
を

喚
起
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
し
た
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

　
　
　

ガ※
１

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
今
後
も
継
続

す
る
の
か
。
ま
た
、
寄
付
額
約
１

５
５
万
円
と
補
助
金
の
交
付
実
績

額
約
２
５
９
万
円
の
差
額
は
一
般

会
計
か
ら
支
出
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４

年
度
も
実
施
し
て
お
り
、
５
年
度

以
降
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
差
額
は
一
般
会
計
か
ら
支

出
し
て
い
る
。

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助

金
交
付
事
業 

２
８
１
万
円

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
な
ど
の

繁
殖
を
抑
制
す
る
た
め
、
手
術

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

委
員

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　

捕
獲
頭
数
４
３
７
頭
の
内

訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

サ
ル
が
２５
頭
、

イ
ノ
シ
シ
が
４
１
２
頭
で
あ
る
。

　
　
　

防
護
柵
の
設
置
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
は

風
間
地
区
な
ど
に
設
置
し
、
総
延

長
は
２３
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
等
食
害
対
策
事
業

 

５
２
２
３
万
円

　

農
作
物
へ
の
被
害
防
止
の
た

め
、
捕
獲
や
設
備
導
入
へ
の
補

助
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

農
村
整
備
課
長

委
員

農
村
整
備
課
長

妊
婦
産
婦
連
絡
票
な
ど
の
数
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
も
増
加
し
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
伴
い
電
話
相
談
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
必
要
な
方
に
は
訪
問
を

行
う
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
心
が
け
て
い
る
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
業
種
か
ら
の

申
請
が
多
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

卸
売
・
小
売
業
、 

建
設
業
、
宿
泊
・
飲
食
業
、
製
造

業
の
順
で
申
請
が
多
か
っ
た
。

　
　
　

返
礼
品
に
占
め
る
農
産
物

中
小
企
業
緊
急
災
害
等
対
策

利
子
補
給
事
業

 

４
億
５
７
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
地
域

経
済
変
動
対
策
資
金
を
利
用
し

た
小
規
模
事
業
者
の
う
ち
、
売

り
上
げ
の
減
少
が
著
し
い
事
業

者
を
無
利
子
と
し
ま
し
た
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 

１８
億
３
７
２
４
万
円

　

返
礼
品
と
し
て
魅
力
的
な
特

産
品
を
贈
る
こ
と
で
、
特
産
品

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
と
地
場
産
業
の
振

興
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
訪

問
事
業
な
ど
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

妊
産
婦

の
不
安
解
消
の
た
め
に
病

院
か
ら
届
け
出
て
も
ら
う

母
子
保
健
事
業

 

３
６
２
２
万
円

　

感
染
対
策
を
行
い
な

が
ら
、
乳
幼
児
健
康
診

査
や
マ
マ
パ
パ
教
室
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

母
子
保
健
課
長

の
割
合
が
大
き
い
が
、
令

和
３
年
度
に
発
生
し
た
凍

霜
害
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凍
霜
被
害
の
た
め
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
の
収
量
が
見
込
め

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

委
託
業
者
に
新
規
受
付
を

し
な
い
よ
う
に
通
知
し
た
。

一
方
で
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値

の
高
い
高
額
な
返
礼
品
を

選
ん
で
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
た
結
果
、

寄
付
額
は
２
年
度
よ
り
も

約
２
億
円
増
加
し
た
。

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

▲不妊・去勢手術補助で「にゃんとかすっべ」

▲イノシシなどの侵入を防ぐための防護柵

※１　ガバメントクラウドファンディング…ふるさと納税の仕組みを活用し、地方自治体が特定の目的を達成するために寄付を募ること。
※２　ＳＵＫＳＫ生活…山形市民が健康寿命を損なう原因を分析した結果、認知症や運動器疾患（骨折、転倒など）、脳血管疾患が全体の８０％を

占めていたことから、予防のために、食事（Ｓ）、運動（Ｕ）、休養（Ｋ）、社会（Ｓ）、禁煙・受動喫煙防止（Ｋ）に留意
する「ＳＵＫＳＫ生活」を提唱し、市民の健康に対する意識を高める取り組みを実施している。
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区
で
使
用
し
た
方
か
ら
、
重
量
が

あ
り
、
負
担
が
大
き
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
た
め
、
現
在
は
職
員
が

対
応
し
て
い
る
。
今
後
、
貸
し
出

し
の
要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　

事
業
用
地
の
取
得
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年

度
は
２０
筆
の
用
地
を
買
収
し
た
。

な
お
、
令
和
４
年
５
月
に
は
残
り

の
用
地
買
収
も
完
了
し
て
い
る
。

　
　
　

素
案
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
析
の

西
部
工
業
団
地
公
園
再
編
事
業

 

２
億
４
４
７
万
円

　

複
数
の
公
園
を
集
約
し
て
、

よ
り
質
の
高
い
公
園
を
再
編
整

備
す
る
た
め
、
用
地
買
収
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

公
園
緑
地
課
長
補
佐

中
心
市
街
地
駐
車
場
配
置

適
正
化
事
業

 

４
１
８
万
円

　

駐
車
場
施
策
の
基
本
方
針
を

定
め
る
山
形
市
駐
車
場
配
置
適

正
化
計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま

し
た
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

点
で
の
排
雪
作
業
も
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
な
が
ら
、
通
行
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
は
、
豪
雪
の
た
め
多

く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、

今
後
も
市
民
生
活
に
影
響
が
な
い

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

加
入
者
が
減
少
し
て
い
る

一
方
で
、
保
険
給
付
費
は
増
加
し

て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
受
診
控
え
の
反
動
の
た

め
、
令
和
２
年
度
と
比
較
し
て
検

査
費
や
手
術
費
、
麻
酔
費
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
給
付

費
が
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　

補
助
の
限
度
額
を
９
万
円

と
し
た
根
拠
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
の
自

治
体
の
状
況
や
、
着
物
な
ど
の
レ

ン
タ
ル
事
業
者
へ
キ
ャ
ン
セ
ル
費

用
の
確
認
を
行
い
、
限
度
額
を
設

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

成
人
の
祝
賀
式
に
係
る
キ
ャ

ン
セ
ル
料
等
補
助
事
業

 

４
６
８
万
円

　

参
加
を
県
内
在
住
の
新
成
人

に
限
定
し
た
た
め
、
県
外
在
住

の
新
成
人
に
対
し
て
貸
衣
装
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
ど
を
補
助
し

ま
し
た
。

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

　
　
　

令
和
２
年
度
と
比
べ
て
、

指
導
委
員
が
声
が
け
し
た
人
数
が

大
幅
に
増
加
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年
度

に
増
加
し
た
不
審
者
へ
の
対
策
と

し
て
、
青
少
年
へ
の
積
極
的
な
注

意
喚
起
の
声
が
け
を
実
施
し
た
こ

と
や
、
新
た
に
導
入
し
た
青
色
回

転
灯
装
着
車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
に
併
せ
た
声
が
け
で
増
加
し

た
も
の
で
あ
る
。

青
少
年
非
行
防
止
対
策
事
業

 

２
８
６
万
円

　

繁
華
街
で
の
街
頭
指
導
や
、

悩
み
解
消
の
た
め
の
電
話
相
談

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

　
　
　

購
入
し
た
機
器
は

町
内
会
な
ど
へ
貸
し
出
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度

に
追
い
払
い
を
行
っ
た
地

鳥
獣
生
活
環
境
被
害

対
策
事
業

 

５
７
１
万
円

　

市
街
地
で
の
鳥
類
の

フ
ン
や
騒
音
の
被
害
の

軽
減
の
た
め
、
特
殊
な

音
を
出
す
機
器
の
導
入

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

環
境
課
長

結
果
、
中
心
市
街
地
の
駐
車
場
は

供
給
過
多
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

配
置
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、

出
入
口
の
集
約
化
や
、
街
の
連
続

性
を
確
保
す
る
た
め
の
緑
化
な
ど

の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。

　
　
　

交
差
点
の
排
雪
な
ど
も
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

排
雪
を
行
う
基
準
な
ど
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

積
雪
量
に
応
じ

た
基
準
で
対
応
し
て
お
り
、
交
差

道
路
除
排
雪
事
業

 

１４
億
５
７
６
４
万
円

　

市
道
や
歩
道
の
除
排
雪
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

道
路
維
持
課
長

▲鳥類の苦手な音が出る機器で追い払い

▲造成が進む新公園整備予定地
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年
３
月
に
山
形
市
債
権
管
理
条
例

が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

４
年
度
末
に
向
け
て
、
不
納
欠
損

と
す
べ
き
案
件
を
整
理
し
て
い
る
。

　
　
　

令
和
３
年
度
の
収
入
が
大

幅
に
伸
び
て
い
る
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ

の
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め

に
専
用
病
棟
を
確
保
し
た
こ
と
で

国
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
実
施
に
伴
う
病
院
へ
の
収
入

の
状
況
は
ど
う
か
。

市
立
病
院
済
生
館
事
業
会
計

委
員

済
生
館
管
理
課
長

委
員

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収

入
が
減
少
し
た
方
が
対
象
と
な
る

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
利
用

実
績
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
の

減
免
決
定
件
数
は
９４
件
で
、
総
額

は
５
２
１
万
３
０
０
円
で
あ
っ
た
。

　
　
　

収
入
済
額
よ
り
も
収
入
未

済
額
が
多
い
が
、
今
後
の
取
り
扱

い
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４

介
護
保
険
事
業
会
計

委
員

介
護
保
険
課
長

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
事
業
会
計

委
員

こ
ど
も
家
庭
支
援
課
長

る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

管
路
の
経
年
劣
化
率
と
比

べ
て
、
更
新
率
が
さ
ほ
ど
上
昇
し

て
い
な
い
要
因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
避
難
所
へ
の

重
要
な
幹
線
を
優
先
し
て
整
備
し

て
い
る
が
、
管
径
が
太
く
、
事
業

費
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
更
新
率

は
上
が
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
も
、
水
道
施
設
耐
震
化
計
画

な
ど
に
基
づ
き
、
総
合
的
に
判
断

し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

化
学
肥
料
の
価
格
が
高
騰

し
て
お
り
、
コ※

ン
ポ
ス
ト
の
活
用

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
販
売
状

況
な
ど
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年

度
末
ま
で
の
製
造
分
は
完
売
し
て

い
る
。
過
去
５
年
間
の
出
荷
量
は
、

年
度
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
化
学

肥
料
価
格
高
騰
と
出
荷
量
の
関
係

は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
確
で
あ
る
。

　
　
　

高
い
利
率
の
企
業
債
を
繰

上
償
還
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

繰
上
償
還
に
は

手
数
料
が
発
生
す
る
た
め
、
試
算

の
結
果
、
定
期
償
還
と
の
大
き
な

差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
通
常
の
償

還
を
考
え
て
い
る
。

委
員

上
下
水
道
部
長

公
共
下
水
道
事
業
会
計

委
員

浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

委
員

経
営
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和

３
年
度
の
収
入
済
額
は
、

約
３
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

令
和
３
年
度
の
給

水
収
益
が
、
２
年
度
を
下

回
っ
た
要
因
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　

核
家
族

化
に
伴
う
世
帯
数
増
加
の

た
め
、
給
水
戸
数
は
増
加

し
た
が
、
節
水
機
器
が
普

及
し
て
お
り
、
１
人
あ
た

り
の
使
用
量
が
減
っ
て
い

済
生
館
管
理
課
長

水
道
事
業
会
計

委
員

経
営
企
画
課
長

▲計画的に進められている水道管更新工事

令和 3年度  決算監査意見書要旨
　一般会計の歳入では、前年度に比べ市債、地方交付税
などが増加し、国庫支出金、諸収入などが減少している。
　市税収入の動向を見ると、依然として厳しい状況であ
るため、ふるさと納税やクラウドファンディングなど、
一層の財源確保に取り組まれたい。
　一方、歳出では、前年度に比べ民生費、衛生費、土木
費などが増加し、総務費、災害復旧費などが減少してい
る。子育て支援など、多くの行政需要が見込まれること
から、長期的な視野に立った行政経営を推進されたい。
また、感染対策と経済活動の両立を図るとともに、市民
の生活意識などの変化への対応も行っていく必要がある。

一
般
・
特
別

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べおおむね改善されており、経営努力の成果がうかがえ
る。済生館は、地域医療支援病院、地域がん診療連携拠
点病院として、地域の医療機関などと連携強化を図りな
がら、安全で安心できる質の高い医療の提供に取り組ま
れている。新型コロナウイルス感染症の収束は、依然と
して不透明な状況にあるが、地域における中核病院とし
て求められる役割を果たされることを望むものである。
　新たに策定された「済生館３カ年計画」では、新病院
整備に向けた取り組みの推進などの多くの計画を掲げて
おり、実現に向けて、諸施策を確実に進められたい。

済

生

館

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度と比
較し、大きな変動は見られない。給水収益は、前年度を
下回ったが、節水型機器の普及などにより、これからも
水需要は減少傾向が続くことが予想され、収益の増加が
見込まれるかは不透明な状況にある。今後とも資産と財
産の有効活用を行うとともに、施設規模や稼働状況の適
正化などを図り、一層の経営の効率化に努められたい。
　近年、地震や集中豪雨などによる大規模な自然災害が
県内でも毎年のように発生しており、災害に強い水道の
構築が緊急の課題となっている。諸施策の実現に向けて、
引き続き効率的な事業経営に努められたい。

水

道

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べポイント数の増減はあるものの、大きな変動はないが、
企業債に依存する割合が比較的高いことがうかがえる。
　平成３０年度からは、民間活力を活用した下水道使用料
等徴収業務を含めた上下水道営業等包括委託を実施して
いる。受益者負担の公平性を確保するため、より効果的、
効率的な未収金対策となるよう努められたい。
　令和４年度は、「山形市上下水道事業基本計画（後期
計画）」の最終年度となり、汚水管渠の整備を概ね完了
することなどを目標としているが、諸施策の着実な実現
に向けて、引き続き効率的な事業経営に取り組まれたい。

公
共
下
水
道

※　コンポスト…堆肥のこと。家庭から出る生ごみや落ち葉、下水汚泥などの有機物を微生物の働きを活用して発酵・分解することで作られる。
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オミクロン株に対応した新型コロナウイルスワクチン接種やオミクロン株に対応した新型コロナウイルスワクチン接種や

原油価格・物価高騰への対策など原油価格・物価高騰への対策など

補 正 予 算

　
　
　

健
康
診
査
で
の
聴
力
検
査

の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
参
加
で
き

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

人
の
声
の
聞
こ

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

聴
こ
え
く
っ
き
り
事
業

 

１
６
５
万
円

　

ヒ※
１

ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
の
予

防
や
早
期
発
見
に
取
り
組
み
ま

す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

え
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ア
プ

リ
を
使
用
す
る
た
め
、
健
康
診
査

の
聴
力
検
査
で
は
異
常
が
な
い
人

も
、
聞
こ
え
の
状
態
の
把
握
の
た

め
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

６５
歳
以
上
の
市
民
が
対
象

で
あ
る
た
め
、
会
場
ま
で
の
交
通

手
段
が
な
い
人
も
多
い
と
思
う
が
、

実
施
会
場
を
北
部
公
民
館
と
霞
城

公
民
館
の
２
カ
所
に
限
定
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
事
業
と

し
て
実
施
す
る
た
め
、
２
カ
所
で

の
実
施
と
し
た
が
、
状
況
を
見
な

が
ら
各
地
区
の
小
規
模
な
集
ま
り

で
の
実
施
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　

現
時
点
で
の
接
種
率
と
ワ

ク
チ
ン
の
在
庫
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
９
月

末
時
点
で
の
３
回
目
接
種
対
象
者

の
接
種
率
は
、
全
年
代
平
均
で

７７
・
４
％
、
６０
歳
以
上
の
方
や
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

４
回
目
接
種
の
接
種
券
送
付
者
に

対
す
る
予
約
率
は
、
８１
・
９
％
で

あ
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
型
の

ワ
ク
チ
ン
は
、
３
回
目
接
種
以
降

で
の
み
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

既
存
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
１
・
２
回

目
接
種
で
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

 

９
億
６
７
９
１
万
円

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ

ン
の
追
加
接
種
を
行
い
ま
す
。

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
長

地
域
公
共
交
通
計
画
推
進
事
業

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
導

入
事
業
） 

２
２
４
１
万
円

　

脱
炭
素
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
へ
の
転
換
推
進
な
ど
の
た
め
、

電
動
自
転
車
と
サ※
２

イ
ク
ル
ポ
ー

ト
を
追
加
で
整
備
し
ま
す
。

委
員

式
で
事
業
者
を
選
定
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
他
自
治
体
で
も
運
営
実

績
の
あ
る
事
業
者
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

姫
路
市
、
福
島

市
、
岐
阜
市
、
つ
く
ば
市
、
山
口

市
、
前
橋
市
、
み
な
か
み
町
な
ど
、

複
数
の
自
治
体
で
運
営
実
績
の
あ

る
事
業
者
で
あ
る
。

　
　
　

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
を
４０
カ

所
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
場

所
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
６
月
補

正
予
算
に
計
上
し
た
１２
カ
所
の
設

置
場
所
の
交
渉
中
で
あ
る
。
今
回

追
加
予
定
の
２８
カ
所
は
、
山
形
市

交
通
結
節
点
整
備
方
針
に
基
づ
き

主
要
な
結
節
点
に
設
置
す
る
ほ
か
、

中
心
市
街
地
の
利
便
性
向
上
の
観

点
か
ら
、
中
心
部
の
民
間
施
設
へ

設
置
す
る
な
ど
、
今
後
詳
細
を
検

討
し
て
い
く
。

交
通
政
策
室
長

委
員

交
通
政
策
室
長

▲Ｑ１に設置されているサイクルポート

９月補正予算９月補正予算 一般会計総額 69億7,483万円を可決

９月の主な補正予算
一般会計 ６９億７，４８３万円

●電力・ガス・食料品等価格高騰
　緊急支援給付金給付事業　  １３億３，３５０万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●新型コロナウイルスワクチン接種事業
　  ９億６，７９１万円

●南沼原小学校校舎等改築事業
　  ３億９，３６２万円

●地域活性化プレミアム付電子商品券事業
　（第３弾）　  ３億７１万円

●感染症対策経費（ＰＣＲ検査費用・入院費等）
　  ２億６，９３２万円

●道路維持補修事業
　  １億７，０００万円

※１　ヒアリングフレイル…聴き取る能力の衰えのこと。
※２　サイクルポート…コミュニティサイクルの貸出・返却を行う拠点。
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収
入
保
険
の
加
入
に
必
要

な
青
色
申
告
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

た
め
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
保

険
加
入
前
の
支
援
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

複
式
簿
記
な
ど
が
必

要
と
な
る
た
め
、
認
定
農
業
者
を

対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
協
で
も

青
色
申
告
へ
の
移
行
の
説
明
会
な

農
業
経
営
収
入
保
険

加
入
促
進
事
業

 

２
０
０
万
円

　

農
業
経
営
の
安
定
と
営
農
維

持
を
図
る
た
め
、
収
入
保
険
へ

の
加
入
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　

理
科
室
な
ど
、
ほ
か
の
特

別
教
室
へ
冷
暖
房
設
備
を
設
置
す

る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
方
針

で
は
、
図
書
室
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
室
、
理
科
室
に
も
設
置
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

小
学
校
特
別
教
室
空
調
設
備

整
備
事
業

 

７
２
８
３
万
円

　

南
沼
原
小
学
校
と
西
山
形
小

学
校
の
既
存
校
舎
に
設
置
さ
れ

て
い
る
冷
暖
房
設
備
を
、
ほ
か

の
小
学
校
の
音
楽
室
に
移
設
し
、

再
利
用
し
ま
す
。

委
員

学
校
施
設
整
備
室
長

続
き
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　

貸
出
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
人
に
も
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
図
書
館
の
リ
サ
イ

ク
ル
本
を
特
別
な
手
続
き
な
く
貸

し
出
し
、
読
み
終
わ
っ
た
ら
返
却

し
て
も
ら
う
運
用
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

書
棚
に
は
ど
の
く
ら
い
の

本
を
設
置
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

約
１
０
０
冊
設
置
し
、

２
日
に
１
回
程
度
、
職
員
が
巡
回

し
て
本
の
補
充
な
ど
の
整
理
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

毎
年
補
正
を
行
っ
て
い
る

が
、
当
初
予
算
で
必
要
な
経
費
を

計
上
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
初
予
算
で
は
、

要
望
内
容
を
踏
ま
え
て
必
要
な
予

算
を
確
保
し
て
い
る
が
、
毎
年
２

５
０
件
以
上
補
修
の
要
望
が
あ
る

た
め
、
新
た
な
要
望
へ
の
対
応
や

工
事
の
平
準
化
を
考
慮
し
な
が
ら

補
正
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
適

正
な
予
算
の
確
保
に
努
め
、
国
か

ら
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
手

法
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

図
書
館
長

委
員

図
書
館
長

道
路
維
持
補
修
事
業

 

１
億
７
０
０
０
万
円

　

舗
装
道
や
側
溝
の
補
修
、
水

路
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

ど
を
行
っ
て
お
り
、
連
携

し
て
周
知
し
て
い
く
。

　
　
　

本
の
貸
し
出
し
手

仮
称
本
の
ひ
ろ
ば

開
設
事
業

 

９
０
１
万
円

　

山
形
駅
東
西
自
由
通

路
に
書
棚
を
常
設
し
、

若
者
が
本
に
親
し
む
機

会
の
提
供
と
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
取
り
組
み

ま
す
。

委
員

▲多くの人が行き交う通路で読書機会を提供

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈るこ

とは、公職選挙法で禁止されており、違反

すると罰せられます。

　有権者が議員へ寄付を求めることも禁止

されています。

市民の皆さまのご理解を
お願いします

　議員が選挙区内の人に対し

て、自筆による答礼を除き、

年賀状などの時候のあいさつ

状（電報なども含む）を出す

ことは禁止されています。

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています！

はながた
ベニちゃんの

議会
あれこれ

教えて！！教えて！！

　予算委員会は、市のお金がどのように使われるのか

などを審査するための委員会で、補正予算や新年度予

算の議案が市長から提出されたときに設置しているよ。

議長を除く全議員で構成されていて、お金の使い方の

分野別に、総務・厚生・産業文教・環境建設の各分科

会を設置して詳細な審査をしているんだ。

　３月定例会には、新年度の当初予算の議案が提出さ

れるので、慎重な審査をするために、各分科会を２日

間開催しているよ。

　また、年度途中に新たな事業を行うことになったと

きなどには、補正予算が提出されるので、予算委員会

を設置して審査をしているよ。

A

予算委員会ってなんだベニ？Q
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常任委員会

総 務

産業文教

厚 生

環境建設

委員会を開催しました
（７月臨時会 
　　総務・産業文教・環境建設委員会）

（９月定例会 各常任委員会）

　
　
　

納
期
を
令
和
５
年
度
末
と

し
て
い
る
が
、
半
導
体
不
足
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

社
会
的
動
向
が
定

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
納
期

を
５
年
度
末
ま
で
と
し
て
い
た
が
、

４
年
度
中
に
車
両
を
調
達
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、※

艤ぎ

装そ
う

後
の
令
和
５
年
秋
頃
に
納
車
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。

消

防

（
７
月
臨
時
会
）

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

購
入

委
員

警
防
課
長

　
　
　

水
防
体
制
の
強
化
を
図
る

と
の
こ
と
だ
が
、
何
人
の
増
員
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

人
命
救
助
な
ど

災
害
現
場
で
の
経
験
が
豊
富
な
陸

上
自
衛
隊
や
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
事
業
者
、
山
形
市

医
師
会
な
ど
か
ら
、
３
人
程
度
の

増
員
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り

（
９
月
定
例
会
）

水
防
協
議
会
の
委
員
定
数
の

上
限
を
廃
止

委
員

河
川
整
備
課
長

地
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
判
明

し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

県
か
ら
市
道
と

し
て
引
き
継
ぐ
際
に
、
改
め
て
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
供

用
し
て
い
る
車
道
部
分
に
私
有
地

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

国
か
ら
条
例
改
正
の
期
限

道
路
維
持
課
長市

役

所

（
９
月
定
例
会
）

山
形
市
職
員
の
定
年
年
齢
の

引
き
上
げ
と
定
年
前
の
再
任

用
制
度
を
新
設

委
員

は
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

他
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
４
年
９
月
定
例

会
ま
で
が
目
途
と
さ
れ
て
い
る
が
、

東
北
の
中
核
市
な
ど
で
９
月
定
例

会
へ
提
案
す
る
自
治
体
は
本
市
と

仙
台
市
、
福
島
市
で
、
県
や
他
の

中
核
市
は
１２
月
定
例
会
へ
提
案
予

定
で
あ
る
。

　
　
　

新
規
採
用
職
員
の
確
保
や

職
員
の
年
齢
構
成
の
平
準
化
に
向

け
た
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

段
階
的
引
き
上
げ
期

間
中
の
退
職
は
基
本
的
に
２
年
ご

と
と
な
る
が
、
勧
奨
退
職
な
ど
も

あ
る
た
め
、
新
規
採
用
は
毎
年
行

う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
採
用
人

数
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
前
倒

し
採
用
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

職
員
課
長

委
員

総
務
部
長

　
　
　

ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
協
議
会
を
開
催
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
の

水
防
計
画
な
ど
に
関
係
す

る
事
項
を
協
議
す
る
組
織

で
あ
り
、
年
１
回
開
催
し
、

山
形
市
水
防
計
画
の
改
定

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

旧
県
道
山
形
山
辺

線
に
存
在
し
て
い
た
私
有

委
員

河
川
整
備
課
長

（
９
月
定
例
会
）

市
道
の
認
定
を
審
査

委
員

▲水での消火が不可能な現場で活躍

▲河川の増水が頻発しているため、水防体制を強化

※　艤
ぎ

装
そう

…各種装備を車体へ取り付けること。
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令
和
４
年
９
月
２８
日
に
、

２
つ
の
特
別
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
特
別
委
員
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
活

動
で
把
握
し
た
課
題
の
共
有

を
行
い
ま
し
た
。
課
題
と
し

て
、
女
性
目
線
で
の
避
難
所

運
営
や
自
助
・
公
助
の
視
点

か
ら
の
災
害
時
備
蓄
品
目
の

選
定
、
避
難
所
開
設
ま
で
の

地
域
の
方
々
と
の
役
割
分
担

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
・
有
害
鳥
獣

対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
山

形
猟
友
会
、
山
形
市
中
心
商

店
街
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、

七
日
町
商
店
街
振
興
組
合
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
、
活
動

状
況
な
ど
の
聞
き
取
り
や
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
捕
獲

し
た
有
害
鳥
獣
の
処
分
施
設

の
整
備
な
ど
を
求
め
る
意
見
、

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
旧
大
沼

の
跡
地
の
利
活
用
な
ど
の
課

題
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
課
題
解
決
に
向

け
た
調
査
を
進
め
る
と
と
も

に
、
活
動
成
果
の
取
り
ま
と

め
と
提
言
書
の
作
成
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

２
つ
の

特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な

施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体

な
ど
へ
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま

す
。
視
察
の
成
果
は
、
本
市
の

抱
え
る
課
題
解
決
や
市
へ
の
提

言
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
令
和
４

年
７
月
と
８
月
に
実
施
し
た
特

別
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

視

察

報

告

視

察

報

告

委員会名 日　程 調査地 調査項目

防災対策特別委員会
（１班）

７月１２日（火）
　～１４日（木）

愛知県豊橋市 ドローン飛行隊を含む防災対策について
京都府京都市 防災対策について
京都府京都市 北消防署の概要について

防災対策特別委員会
（２班）

７月１９日（火）
　～２１日（木）

埼玉県さいたま市 さいたま市中央消防署の整備について
石川県金沢市 防災対策について
栃木県宇都宮市 田んぼダムの普及促進について

まちづくり・有害鳥獣対策
特別委員会
（１班）

８月２３日（火）
　～２５日（木）

神奈川県平塚市 平塚文化芸術ホールの整備について
神奈川県小田原市 小田原駅東口お城通り地区再開発事業について
静岡県伊豆市 伊豆市鳥獣被害対策事業の取組について

まちづくり・有害鳥獣対策
特別委員会
（２班）

８月１日（月）
　～３日（水）

埼玉県さいたま市 市民会館おおみやの整備について
石川県小松市 有害鳥獣対策について
富山県富山市 中心市街地活性化の取組について

防災対策（２班）

備蓄倉庫を計画的に整備
〜大桑防災拠点広場〜

　金沢市が大規模災害に備
えて整備した大桑防災拠点
広場には、緊急物資を備蓄
するための防災備蓄倉庫や、
トラックなどを横づけし、
救援物資受け入れや仕分け、

搬出を行う場である屋根付避難広場棟が備えられていま
す。また、平常時には周辺住民が自由に利用できるなど、
憩いの場としても活用されています。
　施設以外にも、民間で所有する井戸を活用して災害時
の生活用水を確保する「災害時協力井戸制度」や、地域
の事業所がボランティアとしてできることを登録する「か
なざわ災害時等協力事業所制度」を設けるなど、災害時
に住民と協力するための体制を整えていました。

まちづくり・有害鳥獣対策（２班）

公共交通を軸としたコンパクトなまちづくり

　富山市では、路面電車を
はじめとする公共交通を活
性化させ、その沿線に都市
機能を集積させるコンパク
トなまちづくりに取り組ん
でいます。路面電車の環状

線化や南北の路線の接続などを行い、利便性の向上を図っ
た結果、利用者の増加に加え、沿線地域の人口増加や地
価の上昇などの効果につながったとのことでした。
　また、まちなかのにぎわい創出を目的に整備された「グ
ランドプラザ」は、ガラスの大屋根などを備える全天候
型の多目的広場で、年間を通して音楽ライブなどのイベ
ントが開催され、さまざまな人々が集う拠点になってい
ました。

防災対策（１班）

公園と一体となった開かれた消防署
〜京都市北消防署〜

　令和３年３月に運用を開
始した京都市北消防署は、
地域に開かれた消防署をコ
ンセプトとし、庁舎１階は
オープンスペースとしてい
るほか、消防車両や訓練の

様子を見学できるデッキを備えることで、併設された大
宮交通公園の来園者が自然に見学できる造りとしていま
す。また、建物自体に山肌を模した山岳訓練施設を設置
するなど、さまざまな災害を想定した訓練を実施できる
機能を備えているほか、外壁材には、年月とともに木の
樹肌のような色合いとなり、錆が鋼材自体を守るコール
テン鋼を採用するなど、景観と維持管理に配慮した設計
となっていました。

まちづくり・有害鳥獣対策（１班）

食肉加工センターを設置し、新たな特産品へ
〜イズシカ問屋〜

　伊豆市では、毎年約
２，０００頭以上の有害鳥獣を
捕獲し、その多くを山へ埋
めていましたが、命あった
動物を最大限に有効利用す
ることが大切であると考え、

平成２３年に食肉加工センター「イズシカ問屋」を設置して
新たな特産品にすると同時に、個体を買い取ることで狩
猟者の負担を減らし、捕獲意欲の増進につなげていました。
　「イズシカ問屋」では、市内で捕獲されたシカとイノ
シシを受け入れており、１日あたり平均５～６頭が搬入
されています。令和元年には国産ジビエ認証を取得し、
地元の精肉店などへ卸売りするなど、有効活用の取り組
みが進められていました。
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　本市議会では、視覚障がいのある方に市

議会への関心と理解を深めてもらうため、

市議会報のダイジェスト版として、「点字

版」、「声の議会報」（ＣＤ版）、「音声コー

ド版」を作成・配布しています。作成には、

山形点訳赤十字奉仕団と市内高等学校の放

送部にご協力をいただいております。

　配布をご希望の方は、随時受け付けてお

りますので、議会事務局までお問い合わせ

ください。

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
２
人

の
任
期
が
１２
月
３１
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
を
選
任
す

る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

　

菊き
く 

地ち 

トと

シし

子こ　
　

氏

　

橋は
し 

本も
と　

啓け
い 

治じ　
　

氏

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　７月臨時会を７月２２日に開催しました。７月

臨時会では、山形市手数料条例の一部改正について、

化学消防ポンプ自動車の購入についてなどの議案４件

が上程され、それぞれ所管する総務、産業文教、環境

建設委員会に付託し審査を行いました。

　審査終了後に本会議を再開し、委員長報告を受けた

後、採決した結果、全員異議なく可決および同意しま

した。

　また、７月臨時会の開会に先立ち、山形花笠まつり

を盛り上げようと、議員が企画した議場でのＰＲ（花

笠議会）が行われました。本会議場内を花笠で飾り付

け、議員と市執行部職員が法
はっぴ

被を着用し、華やかな中

で花笠まつりをＰＲしました。

７月臨時会（花笠議会）
　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わせ

ください。

　なお、１２月定例会で審査される請願・

陳情の締め切りは、１１月２１日（月）です。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月２４日（木）
　　～１２月１２日（月）

１２月定例会の日程
（予定）

　９月定例会で審議された請願は、継続審査中の２件と、新たに提出され
た１件です。陳情は新たに提出された１件を所管する委員会に配付しまし
た。各委員会での審査結果は以下の通りです。

（※印は意見陳述が行われたものです。）

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　

願

第
４
号
（
３
）

継　

続

新型コロナ禍による米の需給改善
と米価下落の対策を求めることに
ついて 遠藤　吉久

阿曽　　隆 産業文教 不採択
山形地方農民連
会長　吉田吉弘

第
５
号（
４
）

継　

続

「最低賃金の改善と中小企業支援の
拡充を求める意見書」提出について

阿曽　　隆 産業文教 継続審査
山形県労働組合総連合
議長　勝見忍　ほか１名

第
６
号（
４
）※

新　

規

「消費税インボイス制度の実施延
期を求める意見書」を政府に送付
することを求めることについて 佐藤亜希子 総　務 不採択
山形民主商工会
会長　佐藤弘　ほか２名

陳　
　

情

第
７
号
（
４
）

新　

規

中国共産党による臓器収奪の即時
停止ならびに人権状況の改善を求
める意見書の提出に関することに
ついて

総　務 配付のみ

井田敏美

請願・陳情

▲花笠まつりの成功を祈念する花笠実行委員

視覚障がいのある方に
議会報のダイジェスト版を
配布しています
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議決議案一覧（９月定例会）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５７号 令和３年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について
認定

（全会一致）

議第５８号
議第５９号

令和３年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
令和３年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第６０号 令和３年度山形市立病院済生館事業会計剰余金の処分及び決算認定について
可決および

認定
（全会一致）

議第６１号
令和４年度山形市一般会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第６２号 令和４年度山形市介護保険事業会計補正予算
可決

（全会一致）

議第６３号
市道路線の認定について
　２路線を市道に認定するものです。

可決
（全会一致）

議第６４号
山形市職員の高齢者部分休業に関する条例の設定について
　高齢期職員の多様なニーズに対応するため、高齢者部分休業制度を新設するものです。

可決
（全会一致）

議第６５号
山形市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例等の一部改正等について
　定年の引き上げに伴う職員の任用や給与の取り扱いなど、所要の改正などを行うものです。

可決
（全会一致）

議第６６号
山形市職員の定年等に関する条例の一部改正について
　地方公務員法の改正に伴い、職員の定年を引き上げるとともに、定年前の再任用制度を新設す
るなど、所要の改正を行うものです。

可決
（全会一致）

議第６７号
山形市児童遊園条例の一部改正について
　児童遊園の新設と廃止を行うものです。

可決
（全会一致）

議第６８号
山形市水防協議会条例の一部改正について
　水防協議会の委員を増員するため、委員定数の上限を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議第６９号
令和４年度山形市一般会計補正予算
　内容は８～９ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（７月臨時会）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５３号 化学消防ポンプ自動車の購入について
同意

（全会一致）

議第５４号
「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律に基づく特定事業に係る契約
の締結について」の一部変更について（山形市立商業高等学校校舎等改築事業）
　山形市立商業高等学校校舎等改築事業の契約金額を変更するものです。

同意
（全会一致）

議第５５号

山形市職員の育児休業等に関する条例及び山形市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改
正について
　仕事と育児の両立を支援する環境を整備するため、育児休業取得の要件や育児参加のための休
暇の対象期間など、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第５６号
山形市手数料条例の一部改正について
　長期優良住宅の普及の促進に関する法律などの改正に伴い、増改築を伴わない長期優良住宅の
認定に必要となる申請手数料を新たに設定するとともに、規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

 会派
 議員名

請願

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 須
貝
太
郎
副
議
長

鈴
木
善
太
郎
議
長

議決
結果

井

上

和

行

佐

藤

清

徳

鈴

木

進

仁

藤

俊

浅

野

弥

史

田

中

英

子

伊

藤

香

織

中

野

信

吾

菊
地
健
太
郎

丸

子

善

弘

長
谷
川
幸
司

斎

藤

武

弘

荒

井

拓

也

渋

江

朋

博

武

田

聡

渡

辺

元

斎

藤

淳

一

石

澤

秀

夫

松

井

愛

佐

藤

秀

明

川

口

充

律

遠

藤

吉

久

阿

曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今

野

誠

一

松

田

孝

男

武

田

新

世

折

原

政

信

小

田

賢

嗣

高

橋

公

夫

斉

藤

栄

治

請 願 第 ６ 号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ 〇 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × － 不採択
継続請願第４号（３）× × × × × × × × × × × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × － 不採択

賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。請願の賛否一覧表

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　鈴木善太郎議長は採決に加わらない。　　●請願の件名は、１２ページをご覧ください。
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市
立
保
育
園
で
、
保
護
者
が

毎
月
定
額
の
利
用
料
を
支
払
い
、

事
業
者
が
紙
お
む
つ
を
保
育
所
へ

直
接
届
け
る
「
お
む
つ
の
サ
ブ
ス

Q

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
を
導
入
し
て
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

全
国
で
導
入
が
進
ん
で
い
る

と
認
識
し
て
お
り
、
保
護
者
に

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
な
ど
、
調
査

A

研
究
し
て
い
く
。

　
　

ス
ム
ー
ズ
な
窓
口
対
応
と
加

齢
性
難
聴
者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を

図
る
た
め
、
福
祉
部
門
な
ど
の
窓

口
に
対※
２

話
支
援
機
器
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

加
齢
性
難
聴
者
と
の
対
話
に

有
効
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
高
齢

者
の
相
談
対
応
を
行
う
福
祉
関
係

の
窓
口
で
活
用
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ク
ラ
ス
タ
ー

を
防
ぎ
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
、
各
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
静
養
室
の
整
備
に
早
急

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
情

を
把
握
し
、
小
学
校
と
連
携
し
た

隔
離
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
へ
の
相
談

に
応
じ
な
が
ら
、
効
果
的
な
感
染

防
止
対
策
の
情
報
提
供
と
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
会

計
・
労
務
管
理
事
務
を
外
部
委
託

す
る
経
費
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
事
務
負
担

を
軽
減
し
、
保
育
に
専
念
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

育
成
支
援
の
向
上
な
ど
の
た

め
、
各
ク
ラ
ブ
へ
の
聞
き
と
り
を

行
い
、
国
の
補
助
制
度
の
活
用
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
９
月

１３
日
と
１４
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　令和４年９月定例会の一般質

問の模様は、「山形市議会イン

ターネット議会中継」サイトに

て配信中です。

　インターネットによる配信で

は、各議員の一般質問の内容全

てをご覧いただくことができま

す。

　また、生中継での配信も行っ

ておりますので、次回の令和４

年１２月定例会開催

時には、ぜひご活

用ください。

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

「
お
む
つ
の
サ※

１

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
で

育
児
負
担
の
軽
減
を
！

高た
か

橋は
し　

公き
み

夫お

（
令

政

会
）

※１　サブスクリプション…定額料金で、製品やサービスを一定期間利用することができるビジネスモデル。一般的に「サブスク」と略される。
※２　対話支援機器…マイクで集音した声の周波数を調整し、スピーカーから聞き取りやすい音声で出力することで、コミュニケーションを円滑

化するための機器。 14
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サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
の
中
、
健
康

医
療
先
進
都
市
を
掲
げ
る
本
市
で

も
、
サ
ウ
ナ
を
活
用
し
た
健
康
増

進
事
業
や
、
観
光
誘
客
に
つ
な
が

る
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
事

業
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

観
光
誘
客
と
市
民
の
健
康
増

進
の
両
方
の
視
点
か
ら
、
事
業
者

や
利
用
者
の
意
向
を
把
握
し
、
事

業
の
具
体
化
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

自
然
あ
ふ
れ
る
蔵
王
を
活
用

す
る
な
ど
、
観
光
客
に
選
ば
れ
る

サ
ウ
ナ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

観
光
誘
客
の
起
爆
剤
と
な
る

よ
う
に
、
サ
ウ
ナ
の
整
備
促
進
に

向
け
た
支
援
方
法
を
検
討
す
る
。

QAQA

　
　

投
票
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

重
度
の
障
が
い
者
を
対
象
に
、
自

宅
な
ど
と
投
票
所
を
往
復
す
る
タ

ク
シ
ー
券
を
交
付
す
る
な
ど
、
移

動
支
援
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
で
は
移
動
支
援
な
ど
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、

投
票
の
際
に
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
他
市
の
事
例
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　

障
が
い
者
が
不
安
な
く
投
票

で
き
る
よ
う
に
応
対
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
周
知
す
る
な
ど
、
投
票

事
務
従
事
者
の
対
応
力
の
向
上
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

介
護
や
介
助
の
専
門
家
と
連

携
し
て
対
応
力
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
投
票
所
内
の
ル
ー
ル
や

代
理
投
票
制
度
な
ど
を
広
く
周
知

し
、
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

障
が
い
者
な
ど
の
要
配
慮
者

の
速
や
か
な
避
難
の
た
め
、
福
祉

避
難
所
へ
直
接
避
難
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

医※
１

療
的
ケ
ア
児
や
重
度
心
身

障
が
い
児
な
ど
は
、
一
時
避
難
所

へ
の
避
難
が
困
難
な
場
合
が
あ
る

た
め
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
と

併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

分
譲
開
始
か
ら
２０
年
近
く
が

経
過
し
た
蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
の

中
核
施
設
と
し
て
計
画
さ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
、

早
期
に
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

幅
広
く
土
地
の
活
用
を
検
討

す
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
探
っ
て
い
る
。
居
住
者
に

と
っ
て
望
ま
し
い
在
り
方
に
向
け

て
努
力
し
て
い
く
。

QA

QA

QAQ

A

ま
た
、
観
光
商
品
の
企
画
に
向
け

て
、
民
間
旅
行
会
社
と
連
携
し
、

観
光
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　

女
性
の
活
躍
推
進
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
更
年
期
の
悩
み
を

含
め
た
働
く
女
性
の
健
康
課
題
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
、
働
く
女
性
の
環
境
整
備

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

健
康
相
談
窓
口
を
設
け
、
健
康
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
企

業
へ
の
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、

環
境
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

女
性
が
活
躍
し
て
い
く
た
め

に
、
最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
こ
と
は
何
か
。

　
　

女
性
の
声
を
政
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
令
和
４
年
度
に
実
施
し
て
い

る
「
公
民
連
携
に
よ
る
女
性
人
材

育
成
事
業
」
の
成
果
を
、
今
後
の

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
　

旧
千
歳
館
利
活
用
に
向
け
た

建
物
の
歴
史
的
価
値
や
料
亭
文
化

を
活
か
し
た
都
市
公
園
の
整
備
の

進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

建
物
の
利
活
用
と
併
せ
た
基

本
構
想
を
４
年
度
中
に
策
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
市
街
地
内
の

魅
力
あ
る
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

　
　

や
ま
が
た
舞
子
の
後
継
者
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
存
続
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
　

や
ま
が
た
紅
の
会
が
高
校
生

向
け
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

採
用
活
動
の
成
果
が
上
が
っ
て
お

り
、
応
募
者
が
複
数
名
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る

季
節
限
定
の
除
排
雪
対
策
窓
口
を

開
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

４
年
度
の
試
み
と
し
て
、
防

災
対
策
課
へ
来
庁
者
用
の
案
内
窓

口
を
設
置
す
る
。

　
　

冬
期
間
の
ウ※
２

ォ
ー
カ
ブ
ル
事

業
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
２
年
間

の
社
会
実
験
後
は
、
山
形
ら
し
い

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
事
業
を
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　
　

消
雪
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
施

設
と
連
携
し
、
四
季
を
通
じ
て
歩

き
や
す
く
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
ま
ち
な

か
居
住
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

商
店
街
組
織
な
ど
の
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
自
走
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
街
に
新
た
な
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

QAQA

QAQAQ

AQA

健
康
増
進
＆
観
光
振
興
！！

選
ば
れ
る
サ
ウ
ナ
で
市
の
活
性
化
を
！

仁に

藤と
う　

　

俊と
し

（
新

翔

会
）

▲「ととのう」サウナの整備支援を

※１　医療的ケア児…日常生活および社会的生活を営むために、人工呼吸器や胃ろうなどによる医療的ケアを必要とする児童。
※２　ウォーカブル…歩く「walk」とできる「able」を組み合わせた造語。居心地が良く歩きたくなることを意味する。

▲
  

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
は
全
国
的
に

増
加
中
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や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｑ
１
を
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　

定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

QA

や
交
流
を
促
進
し
、
新
た
な
事
業

や
商
品
な
ど
を
創
造
し
て
い
く
。

　
　

済
生
館
の
建
て
替
え
の
際
は
、

文
化
振
興
の
観
点
で
ホ※
２

ス
ピ
タ
ル

Q
　
　

物
価
高
騰
な
ど
の
厳
し
い
生

活
状
況
を
踏
ま
え
て
、
多
く
の
自

治
体
が
導
入
し
て
い
る
高
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
開
始

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
独
自

の
負
担
軽
減
策
を
行
っ
て
き
た
が
、

医
療
費
無
償
化
の
拡
充
は
全
体
的

な
子
育
て
支
援
施
策
の
中
で
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野

球
場
東
側
の
第
５
駐
車
場
に
、
多

目
的
に
使
え
る
稼
働
床
式
の
屋
内

５０
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
整
備
後
の
空

い
た
土
地
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

QAQ

ア
ー
ト
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

先
進
事
例
を
参
考
に
導
入
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　

物
価
上
昇
対
策
と
し
て
、
生

活
困
窮
者
へ
の
支
援
制
度
を
整
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
の
支
給

に
向
け
た
対
応
を
検
討
し
、
必
要

な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　

保
育
士
・
介
護
職
員
な
ど
の

処
遇
改
善
が
実
施
さ
れ
た
が
、
賃

金
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
３
年
度
の
全
体
平
均
で
、

保
育
士
な
ど
は
月
額
９
０
０
０
円

程
度
の
改
善
が
図
ら
れ
て
お
り
、

介
護
職
員
な
ど
の
賃
金
も
改
善
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

令
和
元
年
６
月
に
建
設
業
の

担※
３

い
手
３
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、

対
応
は
ど
う
か
。

　
　

国
の
通
知
や
山
形
市
建
設
工

事
元
請
・
下
請
関
係
の
適
正
化
指

導
指
針
に
基
づ
き
、
下
請
状
況
な

ど
の
把
握
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

住
居
確
保
給
付
金
の
特
例
措

置
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
る
が
、

家
賃
低て
い

廉れ
ん

化
補
助
の
対
象
を
早
急

に
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
住

AQA

QAQ

AQA

老
朽
化
が
進
む
施
設
の
再
整
備
も

可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

県
全
体
の
競
技
力
向
上
や
広

域
利
用
が
見
込
ま
れ
る
施
設
で
あ

る
た
め
、
県
に
整
備
を
要
望
し
て

き
た
が
、
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、
大
規

模
改
修
や
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
な
ど
で
整
備
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
に
は
検
討
を
行
う
。

　
　

山
形
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
は
、
事
業
開
始
か
ら

３
年
が
経
過
し
て
お
り
、
内
容
を

抜
本
的
に
見
直
す
時
期
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

参
加
者
の
増
加
状
況
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
、
Ｋ※
１

Ｐ
Ｉ
に
よ
る
評

価
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
事
業
内
容

を
評
価
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
ア
プ

リ
の
抜
本
的
な
改
修
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
予
想
さ

れ
る
外
国
人
労
働
者
の
生
活
環
境

の
整
備
促
進
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

外
国
人
を
含
め
た
住
宅
確
保

要
配
慮
者
の
円
滑
な
入
居
を
促
進

す
る
た
め
、
居
住
支
援
協
議
会
の

設
置
準
備
を
進
め
て
い
る
。
市
国

際
交
流
協
会
が
日
本
語
教
育
の
講

座
を
実
施
し
て
お
り
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
。

　
　

済
生
館
の
整
備
構
想
が
示
さ

れ
た
が
、
整
備
場
所
は
定
ま
っ
て

い
な
い
。
現
在
の
敷
地
内
を
中
心

に
整
備
す
る
こ
と
を
早
期
に
決
定

し
、
旧
大
沼
の
土
地
活
用
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

旧
大
沼
や
済
生
館
を
含
む
一

帯
が
中
心
市
街
地
を
牽け
ん

引い
ん

す
る
エ

リ
ア
と
な
る
よ
う
に
旧
大
沼
の
建

物
の
利
活
用
策
を
検
討
し
て
い
る

が
、
設
備
の
老
朽
化
が
激
し
く
、

中
期
的
な
暫
定
利
用
は
難
し
い
。

中
心
市
街
地
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
改
訂
作
業
に
併
せ
て
、
整
備
エ

リ
ア
の
選
定
や
新
病
院
建
設
計
画

な
ど
を
一
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

公
立
中
学
校
の
休
日
部
活
動

の
地
域
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
指
導
体
制
の
整
備
や
保
護
者

負
担
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
関
係

団
体
と
協
議
会
を
早
期
に
立
ち
上

げ
る
な
ど
、
対
応
を
急
ぐ
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
有

識
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
の
代
表
者

な
ど
も
含
め
た
検
討
協
議
会
を
令

和
５
年
度
に
立
ち
上
げ
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。
現
場
の
中
学
校

の
校
長
会
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
が
、
具
体
化
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
く
。

AQA

QAQA

QA

物
価
高
騰
対
策
と
市
政
課
題
の

解
決
双
方
の
実
現
を
！

山
形
に
個
性
あ
ふ
れ
る

文
化
の
創
造
を

▲旧大沼の土地を活用した新病院の整備を

※１　ＫＰＩ…KeyPerformanceIndicator（重要業績評価指標）の略称。目標を達成するための取り組みの進展状況を測定するための指標。
※２　ホスピタルアート…医療や福祉施設で絵画や音楽などの創作・展示・発表などを行う活動のこと。
※３　担い手３法…「公共工事の品質確保の促進に関する法律」「建設業法」「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」の３つの法律のこと。

佐さ

藤と
う　

秀ひ
で

明あ
き

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

武た
け

田だ　
　

聡
さ
と
し　（

緑

政

会
）
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

中
学
校
の
み
の
実
施
で
あ
れ
ば
、

３
億
円
程
度
の
予
算
で
実
現
で
き

る
が
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

　
　

無
償
化
に
は
多
額
の
予
算
が

必
要
で
あ
り
、
現
時
点
で
永
続
的

に
負
担
し
続
け
る
と
い
う
判
断
を

行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
生
活

支
援
や
少
子
化
対
策
な
ど
の
観
点

か
ら
、
学
校
給
食
費
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
子
育
て
支
援
策
や
福
祉

政
策
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　

学
校
給
食
に
使
う
農
作
物
の

有
機
化
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の

QAQ

宅
の
安
定
供
給
を
進
め
る
と
と
も

に
、
家
賃
低
廉
化
補
助
な
ど
の
支

援
の
在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　

市
営
住
宅
の
全
般
的
な
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

山
形
市
住
生
活
基
本
計
画
策

定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

相
続
登
記
の
義
務
化
の
周
知

と
相
談
窓
口
の
拡
充
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

チ
ラ
シ
の
設
置
や
、
お
く
や

み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
追
記
を
行

い
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

地
籍
調
査
は
問
題
が
生
じ
て

い
る
所
か
ら
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
籍
調
査
事
業
計
画
の
見
直

し
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

山
形
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
は
、
ゼ※
１

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
を
裏
付

け
る
計
画
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

実
効
性
の
高
い
計
画
と
な
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
（
仮
称
）山
形
北
イ
ン
タ
ー
産

業
団
地
な
ど
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ニ
ー
ズ
の
動
向
な
ど
を
調
査

し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
で
あ

る
お
も
て
な
し
山
形
が
実
証
実
験

中
の
体
験
型
旅
行
商
品
を
、
本
格

的
に
事
業
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　

高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

子
育
て
支
援
施
策
全
体
の
中

で
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

QAQ

AQAQ

AQA

QAQA

食
の
安
全
性
を
高
め
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
農
薬
使
用
に
伴
う
生
産
者

の
健
康
課
題
の
改
善
や
、
有
機
米
・

有
機
野
菜
の
市
場
の
創
設
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

保
護
者
や
学
校
な
ど
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
良
質
な
食
材
の

安
定
的
な
数
量
の
確
保
や
価
格
な

ど
の
供
給
体
制
を
含
め
て
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
　

性
暴
力
や
望
ま
な
い
妊
娠
、

性
感
染
症
な
ど
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
学
校

教
育
の
現
場
で
、
国
際
的
に
主
流

と
な
っ
て
い
る
人
権
に
基
づ
い
た

包
括
的
性
教
育
を
推
進
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

国
や
県
が
作
成
し
た
指
導
資

料
を
活
用
し
て
、
性
教
育
を
含
め

た
「
い
の
ち
の
教
育
」
を
進
め
る

よ
う
に
学
校
へ
指
導
し
て
い
る
。

　
　

令
和
５
年
１０
月
か
ら
始
ま
る

イ※２
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
中
小
事
業

者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
負

担
が
大
き
く
、
廃
業
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
導
入
中
止
を
国

に
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

制
度
の
導
入
に
伴
い
、
現
在

免
税
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
事
業

者
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

円
滑
な
施
行
に
向
け
て
、
商
工
会

議
所
な
ど
の
関
連
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

本
市
に
は
、
上
下
水
道
部
の

給
水
区
域
で
は
な
い
水
道
未
給
水

地
域
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
給
水

区
域
を
拡
大
し
、
段
階
的
に
解
消

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

山
間
部
な
ど
に
点
在
す
る
水

道
未
給
水
地
域
で
は
、
簡
易
水
道

や
小
規
模
水
道
な
ど
の
組
合
組
織

が
給
水
施
設
を
運
営
し
て
い
る
が
、

給
水
区
域
へ
の
編
入
に
は
、
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
給

水
区
域
の
拡
大
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

水
道
未
給
水
地
域
の
多
い
中

山
間
地
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
水
道
施
設
や

水
道
料
金
の
維
持
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
市
が
施
設
維
持
や
水
質

確
保
の
責
任
を
持
つ
こ
と
と
し
、

費
用
や
検
査
料
な
ど
を
負
担
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

要
請
が
あ
る
場
合
に
は
、
水

質
検
査
や
施
設
点
検
へ
の
技
術
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
の
実
施
や
、
相
談

な
ど
に
応
じ
て
い
く
。
人
口
減
少

や
高
齢
化
な
ど
の
状
況
変
化
へ
の

対
応
は
、
実
際
に
維
持
管
理
な
ど

を
担
っ
て
い
る
方
々
の
意
見
を
聞

き
、
課
題
を
把
握
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

AQA

QAQA

QA

学
校
給
食
の
無
償
化
を

再
度
も
と
め
る
！

▲創造都市やまがたの拠点施設Ｑ１

▲市内産野菜を活用した学校給食

阿あ

曽そ　
　

隆
た
か
し　（

日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

※１　ゼロカーボンシティ…２０５０年に二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすることを目指す旨を首長自らがまたは地方自治体として表明した地方自
治体のこと。

※２　インボイス制度…事業者同士の取引の際に売手が買手に対して交付する、正確な適用税率が記載された適格請求書（インボイス）を用いる
ことで、消費税の仕入税額控除を受ける制度。
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山
形
発　

順
に
異
国
で　

箸

と
り
て　

１０
月
２
日
は　

世
界
い

も
煮
デ
ー

　
　

国※
３

を
越
え　

笑
顔
も
た
ら
す　

QA

い
も
煮
の
輪　

食
べ
る
誰
も
が　

や
ま
が
た
を
思
ふ

　
　

霞
城
公
園
に
四
季
の
変
化
が

楽
し
め
る
花
の
広
場
を
整
備
し
、

Q
　
　

病
気
な
ど
で
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

を
使
用
す
る
男
性
や
ト※
１

ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
方
へ
の
配
慮
の
た

め
、
市
有
施
設
の
男
性
用
個
室
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

尿
漏
れ
が
原
因
で
外
出
が

お
っ
く
う
に
な
る
な
ど
、
日
常
生

活
に
制
限
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環

境
の
整
備
と
、
性
の
多
様
性
の
視

点
か
ら
、
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

山
形
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
に
、
男
性
用
個
室
ト
イ

レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置

情
報
を
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。
ま

QAQ

市
民
や
観
光
客
が
楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

国
指
定
史
跡
で
あ
る
た
め
、

文
化
庁
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

花
や
緑
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

空
間
の
創
出
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

中
心
市
街
地
に
あ
る
ほ
っ
と

な
る
広
場
公
園
や
第
二
公
園
へ
Ｐ※
４

ａ
ｒ
ｋ

−

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
、
街

な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

実
証
実
験
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

公
園
の
使
用
、
管
理
、
整
備
の
在

り
方
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

移
住
促
進
に
も
つ
な
が
る
空

き
家
バ
ン
ク
の
情
報
提
供
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

不
動
産
業
者
と
行
政
の
役
割

分
担
な
ど
、
他
市
の
事
例
も
調
査

し
、
改
善
に
努
め
る
。

　
　

動
物
に
思
い
入
れ
が
あ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
に
、
市
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
委
託
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

市
民
へ
の
浸
透
が
必
要
な
こ

と
に
加
え
、
今
後
も
地
元
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
関
係
を
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
直
営
が
適
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

AQ

AQA

QA

た
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

設
置
施
設
一
覧
に
、
施
設
名
と
所

在
地
を
併
記
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
の
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
状
況
の
追

加
掲
載
や
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
の
表
示
方
法
の
見
直
し
を

行
い
、
掲
載
内
容
の
充
実
や
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

南
沼
原
小
学
校
現
校
舎
の
跡

地
利
用
に
向
け
た
検
討
状
況
は
ど

う
か
。

　
　

サ※
２

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
で
寄
せ
ら
れ
た
提
案
を
踏
ま
え

て
利
活
用
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。

地
元
町
内
会
や
関
係
機
関
と
丁
寧

に
対
話
を
行
い
、
令
和
５
年
１
月

の
新
校
舎
供
用
開
始
ま
で
に
方
向

性
を
示
せ
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　
　

旧
千
歳
館
を
芸
術
文
化
団
体

の
拠
点
と
し
て
活
用
し
、
や
ま
が

た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１
と
連
携
し
た
、
に
ぎ
わ

い
創
出
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

旧
千
歳
館
の
利
活
用
に
向
け

て
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
基
本
構
想
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
観
光
客
の
み
で

は
な
く
市
民
に
も
親
し
ん
で
も
ら

え
る
場
と
な
る
よ
う
に
、
芸
術
文

化
活
動
も
含
め
た
形
で
の
に
ぎ
わ

い
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

清
風
荘
・
も
み
じ
公
園
の
駐

車
場
不
足
や
東
側
駐
車
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
向
け
た
取

り
組
み
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

東
側
駐
車
場
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
道
路
は
幅
員
が
狭
く
、
電
柱
な

ど
の
障
害
物
も
あ
る
た
め
、
充
分

に
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
障
害
物
の
移
設
な
ど
、
改

善
案
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

新
斎
場
の
整
備
に
向
け
た
本

市
と
上
山
市
、
山
辺
町
と
の
検
討

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

４
年
５
月
か
ら
２
市
１
町
で

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を
立

ち
上
げ
、
基
本
構
想
の
策
定
に
向

け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
。
建
設

場
所
な
ど
の
具
体
的
な
事
項
は
、

２
市
１
町
で
の
調
整
結
果
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

旧
大
沼
と
周
辺
エ
リ
ア
一
帯

は
、
済
生
館
の
整
備
と
ど
の
よ
う

に
連
携
さ
せ
、
利
活
用
を
図
っ
て

い
く
の
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
の
影
響
で

状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
か

ら
、
山
形
市
中
心
市
街
地
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
改
訂
作
業
を
進
め

て
お
り
、
済
生
館
再
整
備
の
検
討

と
併
せ
て
、
旧
大
沼
や
済
生
館
を

含
む
エ
リ
ア
一
帯
の
利
活
用
を
検

討
し
て
い
く
。

AQAQ

AQA

QAQA

安
心
し
て
外
出
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を

山
形
発
、

世
界
い
も
煮
デ
ー
を

▲オストメイト対応トイレの設置を

菊き
く

地ち

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
新

翔

会
）

田た

中な
か　

英え
い

子こ

（
新

翔

会
）

※１　トランスジェンダー…こころの性とからだの性が一致していない人のこと。
※２　サウンディング型市場調査…市有地などの有効活用に向けて、民間事業者と意見交換を行い、さまざまなアイデアや意見を把握する調査。
※３　短歌形式で行われた菊地議員の提案に対して、今後検討していくことを表現した市長の返歌。
※４　Ｐａｒｋ−ＰＦＩ…園路、広場などの整備を一体的に行うことを条件に、都市公園内での飲食店、売店などの公園施設の設置・管理を行う民間事業者を公募

により選定する制度。
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小
白
川
街
道
の
無
電
柱
化
事

業
の
実
現
に
向
け
た
進
展
状
況
は

ど
う
か
。

　
　

地
元
町
内
会
と
協
力
し
て
地

域
の
組
織
作
り
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
勉
強
会
を
開
催
し
、
無
電
柱
化

事
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
合
意
形

成
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

こ
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
の

対
象
を
高
校
３
年
生
ま
で
拡
充
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

国
や
県
に
、
こ
ど
も
医
療
給

付
制
度
の
確
立
や
拡
充
を
要
望
し

て
い
る
。
人
口
が
増
加
し
て
い
る

先
進
地
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
、

QAQA

　
　

外
国
資
本
が
蔵
王
温
泉
地
区

で
無
秩
序
な
開
発
を
行
わ
な
い
よ

う
に
、
開
発
行
為
の
ル
ー
ル
作
り

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

周
辺
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
可

能
性
の
あ
る
開
発
行
為
の
場
合
は
、

事
前
に
周
辺
住
民
に
説
明
会
を
開

催
し
、
同
意
を
得
る
よ
う
に
求
め

て
い
る
。
引
き
続
き
指
導
を
行
い
、

無
秩
序
な
開
発
と
な
ら
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

　
　

御
殿
堰
周
辺
の
街
区
整
備
で

は
、
エ
リ
ア
全
体
の
タ
ウ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

エ
リ
ア
が
景
観
重
点
地
区
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
で
運

営
し
、
景
観
が
担
保
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

各
学
校
へ
の
プ
ー
ル
設
置
に

代
え
て
、
通
年
使
用
で
き
る
屋
内

公
認
プ
ー
ル
を
整
備
し
、
持
ち
回

り
で
各
学
校
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

他
自
治
体
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
学
校
の
プ
ー
ル
の
在
り
方
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

市
立
病
院
済
生
館
新
病
院
整

備
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
た
が
、

県
立
中
央
病
院
と
の
機
能
分
担
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

県
の
次
期
保
健
医
療
計
画
の

検
討
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
村

山
二
次
医
療
圏
内
の
医
療
機
関
と

の
機
能
分
化
と
連
携
強
化
を
推
進

し
て
い
く
。

　
　

行
政
Ｄ※
１

Ｘ
の
推
進
と
併
せ
て

業
務
の
進
め
方
や
組
織
体
制
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

Ｄ
Ｘ
の
進
展
や
社
会
環
境
の

変
化
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
。

QA

QAQ

AQA

QA

子
育
て
支
援
施
策
全
体
の
中
で
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

ベ※
２

ニ
ｐ
ａ
ｙ
や
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
と
連
携
し
た
電
子
地
域

通
貨
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　

地
域
活
性
化
の
効
果
が
見
込

ま
れ
る
が
、
大
手
電
子
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
上
回
る
利
便
性
の
提
供
や

取
扱
い
店
舗
の
確
保
な
ど
の
課
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
進
自
治

体
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
有
効
性

や
在
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
収
集
し

た
ビ※
３

ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
行

政
経
営
や
新
た
な
事
業
計
画
へ
つ

な
げ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
専
門

知
識
や
ス
キ
ル
を
持
つ
職
員
を
採

用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
で
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

収
集
、
分
析
し
、
政
策
検
討
に
活

用
し
た
事
例
が
あ
り
、
非
常
に
有

効
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
新
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
併
せ
て
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
分
析
で
き
る
ツ
ー
ル

を
導
入
す
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
分

析
を
専
門
と
す
る
職
員
の
必
要
性

も
調
査
検
討
し
て
い
く
。

　
　

保
護
者
や
保
育
園
の
負
担
軽

減
の
た
め
、「
お
む
つ
の
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
を
市
立
保
育
園

で
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

全
国
で
も
導
入
が
進
ん
で
き

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
行
い
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　

市
有
施
設
の
男
性
用
個
室
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

尿
漏
れ
が
原
因
で
外
出
が

お
っ
く
う
に
な
る
な
ど
、
日
常
生

活
に
制
限
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
外
出
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
市
有

施
設
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。
ま
た
、

生
徒
や
保
護
者
か
ら
十
分
に
意
見

を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
有

識
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
も
含
め
た
検

討
協
議
会
を
令
和
５
年
度
に
立
ち

上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
生
徒
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

　
　

投
票
率
の
向
上
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
有
効
な
選
挙
割
の
取

り
組
み
を
広
げ
る
た
め
、
投
票
済

証
を
発
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
調

査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

デ
ー
タ
活
用
を
推
進
し

市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
政
策
立
案
を
！

▲多くの店舗で利用できるようになったベニpay

▲山形のいも煮を世界に発信

渋し
ぶ

江え　

朋と
も

博ひ
ろ

（
緑

政

会
）

※１　ＤＸ…デジタルトランスフォーメーション（DigitalTransformation）の略称。データとデジタル技術を活用して、産業構造や組織を変化させること。
※２　ベニpay…山形市地域活性化プレミアム付電子商品券のこと。スマートフォンと二次元コードを活用したキャッシュレス決済。
※３　ビッグデータ…ＩＴ技術の発達に伴い取得することが可能となった大量のデータ群のこと。社会の問題解決やビジネスを有利に進めるためのデータとして

用いられる。19
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円
安
・
物
価
高
が
長
引
き
、
今

後
の
見
通
し
も
不
透
明
な
ま
ま
秋

を
迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
の
向
き
合
い
方
も
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
で
晩
秋
と
初
霜
の
季
節
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
難
局
か
ら
の
一
日
で
も
早
い
脱

却
の
た
め
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
か
ら
そ
の

一
端
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、
１１
月
４
日
に
は
、
本
会

議
場
を
会
場
と
し
て
３
年
ぶ
り
に

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
紙

面
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
審
議

の
経
過
や
各
委
員
会
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
お
伝
え
す
る
ほ
か
、
議
員
と

の
意
見
交
換
が
で
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。



広
報
広
聴
委
員　

荒
井　

拓
也

編
集
後
記

　スマートフォン・タブレットなどで

スマホで視聴できます

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

本会議や予算委員会な
どの模様（生中継・録
画）が視聴できます。
お気軽にご活用くださ
い。

　９月定例会での審議内容や結果、各常任委員会と特別委員会のトピックスなどを、市議

会議員が市民の皆さまへ分かりやすくお伝えする「議会報告会」を開催します。

　この報告会では議会での議論の概要を知ることができるほか、魅力あふれる山形市を作

り上げていくために、市政の課題などについて市議会議員と意見交換ができます。

各委員会のトピックス

魅力あふれる山形市を目指して

※  参加にはお申し込みが必要です。詳しくは議会事務局
（０２３－６４２－８４０４）までお問い合わせください。

期　日：令和４年１１月４日（金）

時　間： 第一部  午前１０時３０分から１時間程度（午前１０時より受付）

　　　　 第二部  午後６時３０分から１時間程度（午後６時より受付）

場　所：議場（市議会棟３階）

対象者：山形市内在住者

定　員：各回６０人程度

持ち物：やまがた市議会報「みちしるべ」
　　　　令和４年１１月１日号（本号）

≪議会報告会≫

議員と意見交換をしませんか？

総 務 委 員 会
第一部 「行かない」、「書かない」、「迷わない」市役所について

第二部 文化創造都市とＱ１について

厚 生 委 員 会 共 通 新型コロナ対策などについて

産 業 文 教 委 員 会 共 通 旧大沼の利活用について

環 境 建 設 委 員 会 共 通 西部工業団地公園再編事業について

防災対策特別委員会
第一部

災害時の避難所の設備、運営とハザードマップなどでの
危険箇所の把握・対策について

第二部 消防本部庁舎の現状と課題について

まちづくり・有害鳥獣
対 策 特 別 委 員 会

共 通
済生館、市民会館の改築と跡地の活用・有害鳥獣対策に
関することについて

20

http://www.yamagata-city.stream.jfit.co.jp/



